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新春のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。

平素よりNTT西日本グループの事業運営に対しまし

て、格別のご理解を賜り厚く御礼申し上げます。

NTT西日本グループでは、光サービスやICTにより

新たなライフスタイルを創造するという“夢”の実現

に向けて、日々の生活を便利で楽しくする「スマート

光ライフ」、効率的で付加価値の高いビジネス環境を実

現する「スマート光ビジネス」、快適・安心で豊かな未

来型のまちづくり「スマート光タウン」の３つをキー

ワードとする「スマート光ソリューション」を展開し、

多くのお客様にご好評を頂いているところですが、昨

年２月から開始した光コラボレーションモデルは、こ

れまで以上に光サービスの新たな利用シーンの創出や

付加価値の創造に貢献できるサービスとして、様々な

業種業態の事業者様に関心をもっていただいており、

既に200近くの光コラボサービスが新たに登場してお

ります。昨年は、この光コラボレーションモデルの立

ち上げのために、受付体制の整備や早期開通に向けた

取組みに注力し、お陰様で100万契約を超えるお客様が

本サービスをご利用いただくに至りましたが、今年は

業務プロセスの改善やシステムの対応など、よりス

ムーズに光サービスを卸提供できる環境を整え、さら

に魅力あるビジネスモデルとして、事業者様との連携

強化や更なる拡大を実現してまいります。また、地方

創生に資するICT基盤としても、例えば、ご当地Wi-Fi

を自治体と連携して観光地や交通ターミナルなどを中

心に面的にアクセスポイント展開するなど、光サービ

スによる付加価値の創造を多くのアライアンスパート

ナーの皆様と一緒に実現してきました。これらの取組

みにより、当面の中期経営計画の重点目標の１つであ

る光サービス900万契約達成まであと一歩というとこ

ろまできたところであります。

一方、もう一つの事業の柱であるビジネス市場にお

ける事業拡大については、お客様が抱える課題にス

ピード感をもって対応できるように高度スキル者を一

元的にアサインできる体制を昨年夏に新たに整備する

とともに、ビジネスユーザからの問合せに幅広く対応

できるコールセンタによるサービスを充実・拡大して

まいりました。さらに、主力商材であるビジネス系ネッ

トワークについて、お客様の高い要望に更に応えてい

くため、提供可能時期の回答早期化や大口ユーザ向け

の専用窓口の整備など、開通や保守サービス品質の向

上に取組むなどにより、ビジネス市場分野は全社売り

上げの半分近くを稼ぐ事業として成長してきたところ

ですが、今年もこれらの取組みを引き続き継続・強化

するとともに、更に高品質なサービスをご利用頂きや

すい価格で提供できるように、リソースの重点配置や

人材育成、業務や設備の効率化による生産性向上に取

組むと同時に、SIerなどのパートナー事業者様との連

携強化の取組みも加速させつつ、事業貢献度の高い分

野として弊社事業の大黒柱へと育てていく所存であり

ます。

また、これらの重点分野に加え、新たな成長分野と
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すべく取組んできたコンタクトセンタビジネスやサ

ポートビジネス、BPOビジネス、不動産ビジネス、環境・

エネルギービジネス、モバイルコンテンツビジネスな

どの分野もお陰様で一定の規模に成長し、事業の一翼

を担うレベルに近づいてきました。今後はさらにこれ

を力強く成長させるため、既存分野からのリソースシ

フトを加速し、積極的な投資や人材の戦略的な配置を

行うなどにより、NTT西日本グループの事業運営を

しっかりと支える新たな柱に育てていきたいと考えて

います。

このように、NTT西日本グループは、これまで培っ

てきた事業構造を大きく転換し、更なる成長をめざし

て飛躍していく所存でありますが、これらの事業をよ

り安全に、安定的に運営していくためには、確実な設

備の維持管理や工事・保守の実施、大規模災害等への

対応やCSR活動の推進、コンプライアンスの遵守など

の事業基盤の強化徹底が益々重要となっております。

昨年は九州地方における台風被害の早期復旧や基本動

作の徹底を通じた安全で確実な工事・保守の実施等に

ついて多くのご支援をいただきましたが、NTT西日本

グループが安心・安全・信頼の企業グループとしてお

客様の満足度を高めていけるよう、これまで以上の連

携強化並びに弊社事業へのご支援をお願いいたします。

最後になりますが、本年が皆様にとって素晴らしい

年となりますことを祈念いたしまして、新春のご挨拶

とさせていただきます。


